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；
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滿
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狀
熊
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。
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狀
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狀
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狀
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狀

態

に

ぼ

，っ

：
て

は

正

不

正

：

§
別
な

.义
i.

;
.
.
.
,

公

お

な

る

總

念

も

無

い』

。

3

^
A
U
，こ
の
®

同
じ

 

::

ぐ

自

然
法
或
は
自
然
狀
態
を
云
々

.ル
て

も
前
記
，，
G
r
o
t
f
.
:
.

の

夫

れ

と

ほ

ハ

甚

だ

相

違

す

る

態

度

で

あ

ろ

が

、
素

と

被

は

，
‘

Grouusf

に

對

て

 

批

.剑
的

揉

論

的

*場
に

在

る

-
>
^
0

.で
：
あ

る

デ

い

：
，っ

.た
；
V 

Hobbes

は

，

1

千

六

百

四A 一M

千

年

の

：̂英

國

大

驗

亂

の

經

に

在

っ

た

八

で

、

.殊

 

'に
そ

の

.；
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定
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5m
e
r
r

ま
 L

 

1S
%

 SS, 2^ m

 

尙
.は
g
馬
に
於
け
^
i

「

i
l
し̂
の
^

に

プ

 X

 
て

r
.
;ザ

，

敎c
-

s

馬
に
於
け
る
衡
平
の
觀
念

』
I

協
昏f

M

四一

卷
氣
六—

が
^

學
協
食
維
誌
第
四
四
银
繁
號
に
，
.詳
し
い〕

0 

v̂... 
一
ノ̂ 

V 

V
-
.
-
.
.

レ

ー

，
；
 
ニ

r

レ'
'みつ
で

： "

ノ
.，バ
ニ

 
マ
.
.
-
-
ホ
‘
て
レ
り
シ

.
j 
バ
バ
，
レ
.
-
-
.
:
:
.

:

... 

■ 

.

. 

:
f 

.

極

ま

お

式

：̂で
t

、
厳
ま
る
と
を
以
て
そ
ル
特
徵
と
し
た
羅

S

曹
に
ぁ
力
て
も
な
.ほ『

綴
は
し
き
は
常
に

b
l
n
i
u
s

 

な
る
も
の
ま
ぶ

』

、C
?

す
；ぽ.> 

:

を」

®ぶ
で
u
: 
s
r17,1.55,;}

と

'

.

と>
1

知
ね
て
居
た
0
ま
た
‘

『

何
事
，
事
仲
が
要
求
す，^

.
以
上
に
：；

d

潜

S

又

は
.
l

i

s

t
,

に
決
定
み
ざ
る
：用
意
を
精S

 

;
(

l

t

,

,薛

E

0

こ
と
も
敎
へ
ら
ん

て
居
た
^
ザ

な

は

ち
I

と
維
も
ま
た
時
に
そ
の
必
要
に
應
じ
て
こ
の
實
證
法
以
外
の

i

に
從
ひ
，
法
規
適
用
の
變
當
を

保
つ
こ
と1
.
得̂
たS

で
ぁ
る
。l

i
的
な
I

は
抽
象
的
な，
^
.
を
性
賞

と

し

、
殊

に

成

文

^

货
時
乂
於
い
て
未
來
に
生
す
べ
き
凡
ゅ
る
適
用
の
場
合
を
盡
す
と

5

'ふ
が
.
き̂

こ

と

は

素

よ

り

の

き

露

す̂<
^
.
ね
な
ら
す
、

‘；
た
^
へ

て

が

！
て
の
場
合
に
向
つ
て
の
適
用
^
肌̂
す
る
が
如
き
は
、
抑
も
不
合
禅
れ
所
爲
で
ぁ
さ
れ
ぱ

I
つ
の
法
規
が
一 

^
の̂
具
谓
的
ま
に
向
つ
て
適
用
さ
れ
ん
と
す
る
場
合
に
は
、
必
す
ゃ
別
に
或
る
內
复
附
加
さ
れ
な
け
ぎ
な
，

i

ぬ
。(

6
y 

.
3

に
素
"
き̂
湖
？
法
的
蕭
た
る
衡
平

9

激
念
襄
馬
法S

.チ

.ク
ュ1ィ
ク
と
し
で
き
入
り
來
る
の
で
.ぁ
る

が

，
殊

に

-
^
に
述
ぺ 

^
^
.
る
が
如
き
遍
の
世
界
濃
霞
ザ
圓
有
に
し
て
，

1

な：る形式

.

準以外忙

 ̂

^

照、

ま律の確立
に
對
オ

r
o
i

的
要
求
を
i

と
1

な
，̂
し
め
た
。
鼓
にW
ギ
^
^

要
性
^
増

す

に

至

タ

ぁ

つ

て

、
こ
れ
す
な
は
氣
眉
そ
の
嚴
格
法

ius. sSictum

よ
り
衡
平
法‘ 

ius: l
i
t
u
m

 

/

の
趨
移
を7̂ 

て
.

る
、

と

ろ

の

も

の

ま

ら

’ぅ
が
、
；潮
く
な
る
以
上
まt

然
'
1
5
fサ
^
^

理

諭

ま

ま

、
ま
た
あ
め
倫
漂
根
據
タ
探
ね
を
な
け
れ
ば

§

な
く
な
つ
て
来
た
。

i

し
.衡
平
か
要
求
す
る
と
こ
ろ

〈

も
の 

が
基
く
べ
き•
容
觀
的
な
る
露
極
の
判
斷
が
必
耍
と
さ
れ
て
来
た
の
で

t

o
こ

の
時
旣
述
の
如
く
希
職
，
よ
り
，
そ
の
：
實

I

賞

以

こ

，
こ

^

K
^
^
^
0
^

^

^

*
,

然
も
理
論
的
、
覺
的
な
る
自
然
或
は
自
然
法
.の
觀
き
入
り 

來
る
：す

■

に
洗
づ
1

法0

衡
平
ま
結
合
が
生
す
るt

き

？

る
9
^
3

の
も
の
は：

羅
馬
時
有P.

思
满
が
、.希
豐

想
.に
よ
き
反
省
せL
め
らる

-!

こ
と
に
；
よ
：.

さ

、
萬
民
法
の
理
論
的
粮
據
が
定
め
ら
れ

• 

- 

■ 

•• 

.

.

.
,

:

.

、

-、
..
 

，
：

.

.
-
'

.資

i

に
於
け
：
'る
法
律I

s

f
、
i

た
： ,，

單
i

文
のi

や

塞

考i
 

.

.一
敎
膚
參

s
:
-
5̂

し

，S

は
れf

1

律
のS

 

ぺ



m

敎
會法：：の：：

趣
論
：

w

し
：.て現：：

は
.れ
：た
'

愈

寒

 

：
！：

ば

辟

( ；̂:

八
H
G
'

:

で

ば

な

よ

：

>>1̂

文
，：の
法
を
成
：文
め
，法
；に
附
加
し
，
で
：

fj

れ
を
i

じ
り
肯
べ

rK

法
規
お
i

生
活
i

求
に
積
極
的i

合
せ
.

.
ど
宋 ̂

.

V

.

.

,,,

る
：の.性
質
.に
在
.
Pた
こ
と
を
思
へ
。
ん

pcchta,. curaus.:der. :Institutionen,:.Bd..H 

4
,
.
.
.
.
A
U
P
,
.
.
.
1
S
5
^
^

.’■r 

,
‘
，

( マ
)
.
.
-
.

に
..め狂
す
る..自然
め.，理
，じ
を
以
.ズ.，r 
衡
.平
‘の
，''理

」

.，
0 

ぃ.
.
.
.
.
. 

.

.

. 

.

.

；.
.
.
：.
.，.,:‘：リ

.,1:、-
 
>
 
)

摩

ザ

.

に
種
々.の
！̂

り
。
％
1は
常
に#
す

A

て
善
ま
^
^

又
.は
I

の
ま
に
便
宜
な
る
もI

M
。：

こ
れ
國
民
法‘ 

I

I

L
 

,
i

ポ，14. 

.
-
1
0 
.尙
ほ.

f

 lir.

I

t

- 

■ 

• 

■ 

. 

; 

,
.
.
'
■ 

• -■ 

• 

. 

- 

i 

-
.
.
. 

. 

.

.

. 

V 

• 

t
f
c 

. 

.

.

.

.
 

•

.

.ご-

V 

. •■ 

. 

‘
• 

■
■
■ 

, 

■ 

,

.

.

.

.
 

• 

; 

< 

•
> 

' 

• 

' 

■ 

 ̂

. 

> 

■•-
.

 

» 

- 

• 

f 

■ 

I 

• 

• 

K 

‘
■

71, ad .edict, 

■

-

，
ノ

ン
 

■.
じ

.
^
-
へ

，
バ

ニ
-.-- 

-
'
ニ

；

-

.

-

:
.
レ
：
‘レ
：

：
，

、

-
V ン
こ

.
'
:
>

-
、

ド

-
,
.、
-

‘
-

-

-
-
-

-

:
.
:パ

.

-

.

ノ

 

■

9) 

希
職
'の
自
然
法'と
羅
渴
の
度
民
法
の
接.觸
熱
は
"
こ
の
衡
平
の
観
念
で
あ
ら
ぅ
0 (Main

ハAn
d

き
，

Law, 

p, 

5
i
o
o 

.

Cicefb

に
從
へ
ば
、
衡
平
は
ニ
つ'に
分
れ
る
。r

は
自
然natura.

に
し
て
、
他
は
人
爲

institutWi

に
'ょ
5
も̂
ゎ
ル
あ
る0

• 

/ 

J

‘ 

‘V
.
-
-

し

，
.

-

.

.

.

.

.

.

.

ぺ

’ 

. 

■ 

V
 

t 

- 

L
.
‘ 

：

- -* 

: 

f 
\ 

V 

. 

?
, 

V
.

 

.

V

,
: 

.
,
.
.
. 

. 

' 

* 

- 

■

,

.

レ

-

-

'

-
.

'

-

-
■

前
者
‘は
ま
た
二
つ
に
分
れ
る
。
"银
酬({ 6111}.

防
'衛ytrea：tio ius

と
復
|哲ulcisc

すdi i
u
s

是
れ
で
；̂る
。
而
レ
て
後
者
は
先
；を
ニ
◊

-.../ 

.

.

. 

.

.
 

.
‘
- 

. 

: 

.

.

. 

.

. 

f
\ 

.

. 

.

.

.
• 

.

.
V 

、
.
.
，
- 

-
»
.
.

，

一

 

..r 

.
•
•
•
. 

-
- 

. 

*
. 

I
 

I
; 

t 

•
-
•
♦ 

- 

- 

- 

.

. 
t
"
/ 

>
k
. 

•
1
.
• 

•
1 

-T

• 

、
.

.

.

.

に
分
，ね‘法
規1

ホ
sn

日
に
基
し
、
合
意conveniens:

に
基
し
、
先
人
び
慣
習-

moris vetusta.t

ツforma
t
u
m

に
基
す
る
。ctop.

2

メ
然
も
衡
平
は
ま
た
神
に
關
し
、
死
者
關
し
、
人に關し：神
に
開
し
て
は
敬
虔

‘Pietas 
.
死

者

に

對

し

て

は

神

歡 

sanctiYS

人
'に
’個
し
て
は
正
義
或
は

(

及
'
衡
平iustia a*at (et) J

u
i
t
a
s

で
あ
る
.

s

而
し
て‘ĉ
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Ĥgpr:

稱

線.snjbtilitas:

厳
格
；.

strutus -

が
擧
デ 

ン
V ,,3

:

あ
-
?
^
フ
液1*5. セ

：*

-
<他
的>̂anitas:̂

K̂
:AJ

と

凍

的

ダ

n̂
gnltl̂

s:

な
,
劣̂
と.を
歸
性
と
す
る
と
做
さ
れ
た
。
而
し
，
て
こ
れ
は
ま
た
、
國
ね 

’，
.

.

の
理k

a 

.
l
i
s

.
:
と
自
然
の
理

 

.

- 

.

-

.

'
 

-
• 

• 

. 

, 

V
- 

-
V
' 

■ 

■ 

•
• 

;
>
. 

J 

I 

•■-
.

:

、.

*

ぐ
の
こ
と
，
を

|5

し
，て"
.：

as

然
法
は
御
！

^
を
原
理
と
す
る
ふ
の
セ
あ
る
と
共

14、

實
證
法
は
衡
ザ
は
原
匪
と
-
^
-
^
<
^
き
も
の
で 

:,

! 
.
.▲る
i
云
ふ
：

H

す
-

^
に
.
*
^
ぶ
と
言
ふ
。‘
1
田
,
前
榻
論
文

(

6)

法
學
協
會
雜
誌0
"第
四

四

卷

第

二

，
號

七

1

s
o 

.

. 

 ̂

. 

' 

„ 

'

.一
溯
に
斯
く
⑩
ま
く
し
ホ
は
じ

W

て

衡

平

め

要

，求

：
の
；

^

據

は

意

：識

的

に

，承

戰

せ

ら

る

、
ビ

到

り

：、
：
從

；
っ
ー
て
實
讀
法
の
趣
ま
紙
が
良
然
法
で 

あ

る-f
j

ぐ

ふ

ま

词

赚

め

，！

^

味

に

；
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が
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；
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濃
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範
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瞭
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猶
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さ
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義
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シ

ク

ス
のjf

一
口
へ
る
と

こ
ろ
なり
。
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著
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^
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云
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な
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ぱ
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c
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共
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p
i
a
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っ
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。
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。
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。
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叙
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落
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仏
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。
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